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【校訓】 元気よく 仲よく 力いっぱい                  

神部人権フェスティバルに向けて 
 １１月１８日（土）に「神部人権フェスティバル・人権教育実践発表会」が本校・神部こども園・揖保川中学校を会場として開催されます。たつの市民

主化推進協議会がかかげている基本目標として、「すべての市民の生活の安定と福祉の向上を図るとともに、市民相互の連帯と、人権教育・啓発活

動を通じて市民が等しく交流と共生できるまちづくりに取り組み、市民のあらゆる差別解消に向けた意識の高揚を図り、『すべての市民の人権を守る、

ふれあい・結びあいのまちづくり』の実現と『人権文化をすすめること』」があります。そして、それを実現していくため柱として、①差別や不合理を正し、

すべての市民が輝くまちづくり、②人権を基調とする教育・文化のまちづくり、③共に活力を生み出す生きがいのあるまちづくり、④豊かなコミュニケー

ションを大切にし、住んでよかったと思えるまちづくりの４つが設定され、様々な取組が進められています。そして、その一環として今回の「人権教育実践

発表会」が開催されます。本校では、４月より道徳の時間を活用して人権教育の授業を行ったり、人権標語や人権作文、さらには人権ポスターに取り

組んだりしています。学校が人権教育で大切にしていることは、子どもたちの人権感覚（人権が守られていることを感知しこれを望ましいと感じ、反対に

人権が侵害されている状態を感知しこれを許せないとする感覚）を磨き、人権意識（人権が大事にされていることを肯定し、逆に侵害されていることの

問題性を認識して、人権侵害を解決せずにはいられないとする意識）を高めることにあります。学校では、全教育活動を通じて実施しています。本校教

職員は、すべての学校生活において、「児童一人一人が、自分やみんなを大切にしているか」という視点に立ち、教育活動を展開しています。１８日に

は、その取組の一端をご覧いただくとともに、この取組が学校だけではなく、この社会に生きる人々が人権を守り、人権を大切にするモデルとなって

いけばと考えています。ご家庭でもこの機会に是非、人権を大切にしているか、大人がモデルになっているか等、人権についてお子さんと一緒に

考えてみてください。１２月には、人権週間（１２月４日～１０日）と人権の日（１２月１０日）があります。 

 

《９月２８日（木） ５年「皮革工場見学」》 

  たつの市の地場産業の１つである皮革

の工場に見学に行きました。「皮」から

「革」になるまでのたくさんの工程につい

て教えてもらったり、出来上がった革をさ

わらせてもらったりしました。 

《９月２９日（金） ３年「マックスバリュ見学」》 

  ３年生がマックスバリュに見学に行きま

した。店内だけではなく、バックヤードも見

学させていただきました。惣菜を作ってお

られるところや－８℃の冷凍庫など、普段

なかなか見ることができないところを見学

させていただきました。また、店員さんやお客さんに積極的にインタビュ

ーをしていました。 

《１０月４日（水） ４年「手話体験」》 

  手話サークル「なの花」の方に来てい

ただき、手話体験学習を行いました。耳が

聞こえないことで困ることや必要な支援の

方法、手話以外の手段など幅広く教えて

いただきました。そして、自己紹介や簡単

な言葉を手話で表すことも教えていただきました。さらに、指文字のこ

とやいろいろな形や動作が手話となっていることを学びました。 

《１０月１１日（水） ４年「アイマスク体験」》 

  点字サークル「潮騒」の方に来ていただ

き、アイマスク体験を行いました。白い杖の

ことや障がい者スポーツのこと、アイマスク

をして、折り紙で飛行機を作ったり、生活

の中で見られる点字ブロックについて教え

てもらったりしました。 

《１０月１２日（木） ６年「修学旅行１日目」》 

  １日目は、朝早く学校を出発し、法隆

寺、奈良公園、東大寺、清水寺に行きまし

た。法隆寺では、日本最古の木造建築に

秘められた昔の人々の知恵に感動し、東

大寺では、大仏のあまりの大きさに驚きが

隠せない様子でした。その後、１時間ほど

かけて、京都に移動しました。清水寺で

は、舞台まで上がり、京都の街を一望する

とともに、その壮大な造りに見入っていま

した。そして、旅館に入り、おいしい夕食を

いただきました。 

《１０月１３日（金） ６年「修学旅行２日目」》 

  ２日目は、銀閣寺、二条城、金閣寺、太

秦映画村に行きました。銀閣寺では、美し

い庭園に、二条城では、鶯張りの廊下と障

壁画に、金閣寺では、きらびやかさに感動

していました。太秦映画村では、見学もそ

こそこにお土産を買うために財布の中身と相談する姿が印象的でし

た。２日間お天気にも恵まれ、楽しい修学旅行となりました。 
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《１０月１５日（日） 「TATSUNO アクティブ スポーツ JAM」》 

  先日、播州ストリート協会の方に来てい

ただき、３年生児童がダンスを学びました。

そのご縁で有志６名が今回のイベントのダ

ンスの部に出場しました。みんな楽しそうに

踊っていました。 

《１０月１７日（火） 「こども音楽会」》 

  神部こども園と第一仏光こども園の年

長さんと全校生が一堂に会し、こども音楽

会を開催しました。本番に向けて、各学年

の歌唱や演奏を披露し、これまでの頑張り

を認め合うよい機会となりました。 

《１０月２０日（金） 「音楽学習発表会」》 

  たくさんの保護者や地域の方々に来て

いただき、音楽学習発表会を開催すること

ができました。力強い神部っ子太鼓に始ま

り、かわいく元気な探検隊の１年生、笑顔

で楽しいリズムを奏でた２年生、元気いっ

ぱいの歌声を披露した３年生、会場を巻き

込んで盛り上がった４年生、しっとりとした

歌声で観客を魅了した５年生、迫力満点

で情熱を込めた演奏の６年生、どの学年も

練習の成果を出し切りました。 

 

 

 

 

～心も体も生き活きと！世代を超えた交流活動を推進します～ 

【１０月７日（土）：三校区交流フェスティバル】 

  半田小と河内小のゆめクラブのみな

さんとともに河内小校区を歩きまし

た。ヤマイ醤油・上袋尻自治会館・竹田

農場等を訪問し、クイズを交えながら

いろいろなことを教えていただ、楽し

く交流ができました。 

 

 

 

 ★毎月２５日は、笑顔の日「ノーゲーム・ノースマホデー」 

《表彰》  ～みなさん、おめでとうございます～ 

★第３回合気道世界選手権大会・青少年の部（演技競技・乱取基本

の形当身技・肘技１０本）    優勝：倉谷歩夢（５－２） 

★オープンスクールへの来校ありがとうございました 

  ２０日は音楽学習発表会、２３日は授業参観と２日間にわたりオープ

ンスクールとして開催したところ、多数の保護者の方々に来ていただき

ました。子どもたちは、達成感や充実感を感じることができました。本当

にありがとうございました。 

１日 （水）   全校朝会 ４年認知症キッズサポーター 

２日 （木）   ４年校外学習 ALT 

  ３日 （金）   文化の日 

４日 （土）   園小中交流ゆめクラブ 

  ７日 （火）   代表委員会 

  ８日 （水）   地区終会 

９日 （木）   ALT ６年人間関係作りプログラム 

１０日 （金）   ６年芸術鑑賞会 ALT 

１３日 （月）   かけあしウィーク（低）（～２４） 

１５日 （水）   ２年１組図書館見学 

１６日 （木）   ２年２組図書館見学 ALT 

１７日 （金）   ２年移動図書 ALT SC 

１８日 （土）   揖保川御津ブロック人権教育実践発表会 

２０日 （月）   代休 

２２日 （水）   ３年ヤッホの森登山 

２３日 （木）   勤労感謝の日 たつの市・揖保郡陸上大会 

２４日 （金）   委員会活動 ALT 

２５日 （土）   第２回資源回収 

２７日 （月）   かけあしウィーク（高）（～１２／８） 

２８日 （火）   ALT 

２９日 （水）   ２年ストーリーテリング ALT 
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